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岡
山
市
医
師
会
に
お
け
る 

訪
問
診
療
ス
タ
ー
ト
支
援
研
修
会
」 

岡
山
市
保
健
福
祉
局
医
療
政
策
推
進
課 
 
 

 

 

副
主
査 

徳
田
元
子 

 

岡
山
市
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
在
宅
医
療
推

進
の
担
当
課
と
し
て
「
新
病
院
・
保
健
福
祉
政
策
推
進

課
」
が
設
置
さ
れ
、
在
宅
を
担
う
人
材
や
受
け
皿
の
確

保
、
多
職
種
連
携
の
推
進
、
市
民
へ
の
普
及
啓
発
等
、

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
一
つ
に
、
訪

問
診
療
に
取
り
組
む
医
師
を
増
や
す
た
め
の
「
訪
問
診

療
ス
タ
ー
ト
支
援
研
修
事
業
」
が
あ
る
。
本
事
業
は
、

平
成
二
十
四
年
度
の
立
ち
上
げ
か
ら
二
年
間
を
市
が

直
営
で
実
施
し
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
は
岡
山
市
医

師
会
へ
事
業
委
託
と
い
う
形
で
引
き
継
い
で
も
ら
い
、

現
在
新
た
な
形
で
の
展
開
が
始
ま
っ
て
い
る
。 

訪
問
診
療
ス
タ
ー
ト
支
援
研
修
が
始
ま
っ
た
き
っ

か
け
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
診
療
所
へ
の
ヒ
ア
リ
ン 

グ
を
行
っ
た
際
に
在
宅
医
療
に
つ
い
て
の
「
学
び
た
く

て
も
そ
う
い
う
場
が
な
い
」と
い
う
若
手
医
師
と
、「
ス

キ
ル
を
伝
え
た
く
て
も
相
手
が
い
な
い
」
と
い
う
ベ
テ

ラ
ン
医
師
の
つ
ぶ
や
き
か
ら
だ
っ
た
。
需
要
と
供
給
を

結
び
つ
け
る
こ
と
で
在
宅
を
手
掛
け
る
医
師
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
と
ベ
テ
ラ
ン
医
師
に
協
力
を
依
頼

し
、
こ
れ
か
ら
訪
問
診
療
を
始
め
た
い
医
師
を
対
象
に

研
修
を
始
め
た
。
初
年
度
は
受
講
者
十
七
人
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
十
三
人
、
二
年
目
は
受
講
者
二
十
人
（
継
続
者

含
む
）、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
十
五
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

研
修
会
は
キ
ッ
ク
オ
フ
の
全
体
集
会
で
ペ
ア
を
つ

く
り
、
月
一
回
程
度
の
活
動
を
目
標
に
今
後
の
取
り
組

み
を
相
談
し
て
決
め
た
。
全
体
集
会
は
年
三
回
程
度
開

催
し
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
の
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
中
心
に
、
研
修
の
取
り
組
み
や
成
果
を
共
有
す
る

場
と
し
た
。
ま
た
、
多
職
種
の
講
師
を
複
数
人
招
き
、

各
職
能
の
役
割
や
多
職
種
連
携
に
つ
い
て
医
師
へ
提

言
し
て
も
ら
っ
た
り
、
事
例
検
討
な
ど
も
実
施
し
た
。 

こ
の
研
修
会
で
、
在
宅
に
お
け
る
医
療
ス
キ
ル
は
元

よ
り
、
在
宅
の
制
度
や
多
職
種
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

家
族
へ
の
関
わ
り
方･

支
え
方
、
生
活
に
根
ざ
し
た
在

宅
患
者
の
様
子
が
外
来
や
入
院
で
見
る
患
者
と
全
く

違
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の

知
見
を
得
る
機
会
と
な
っ
た
。
診
療
所
の
医
師
は
、
他

の
開
業
医
が
ど
の
よ
う
な
診
療
や
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
か
を
近
隣
で
も
あ
ま
り
知
ら
な
い
、
新
た
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
の
は
困
難
を
伴
う
、
と
い
っ
た

こ
と
を
よ
く
耳
に
す
る
が
、
本
事
業
に
参
加
し
た
医
師

は
、
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
を
交
え
て
本
音
ト
ー
ク
が
で
き

た
り
、
面
識
だ
け
し
か
な
か
っ
た
医
師
や
在
宅
に
熱
心

な
医
師
と
話
を
す
る
機
会
が
持
て
た
り
と
、
こ
の
研
修 

             

を
通
じ
て
お
互
い
の
親
交
を
深
め
る
こ
と
で
緩
や
か

な
つ
な
が
り
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。
一
年

目
に
は
新
た
な
診
療
所
グ
ル
ー
プ
も
で
き
、
グ
ル
ー
プ

内
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
患
者
情
報
の
共
有
や
多
職

種
も
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
定
期
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ペ
ア
以
外
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
医
師
に
受
講
者
か
ら
の
相
談
や
訪
問
同
行
の

依
頼
が
あ
り
、
医
師
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
が
っ
て

い
る
こ
と
や
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
側
の
医
師
に
も
ペ
ア
を

組
ん
だ
こ
と
で
受
講
者
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
新
し

い
医
療
知
識
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
相

乗
効
果
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
研
修
に
は
複
数
の

医
師
会
の
会
長
や
役
員
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
で
、
個

人
的
な
つ
な
が
り
や
医
師
会
間
の
情
報
交
換･

共
有
が

で
き
、
他
医
師
会
の
先
進
的
取
り
組
み
を
自
医
師
会
に

も
取
り
入
れ
る
と
い
っ
た
、
複
数
の
医
師
会
が
協
働
し

て
在
宅
医
療
推
進
に
向
け
た
動
き
も
出
始
め
た
。
当
初

想
定
し
て
い
た
以
上
の
成
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

と
な
り
の
取
り
組
み 

 
 
 

～
北
か
ら
南
か
ら
～ 
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た
だ
し
、
ペ
ア
研
修
に
は
、
定
期
的
活
動
時
間
の
確

保
、
ペ
ア
の
調
整
、
研
修
内
容
の
組
み
立
て
等
に
困
難

さ
が
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
や
、
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
や
レ

ベ
ル
が
様
々
で
あ
っ
た
こ
と
で
研
修
の
内
容
を
絞
る

難
し
さ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
参
加
者
の
広
が
り
が
少
な

い
こ
と
な
ど
も
課
題
と
な
っ
て
い
た
。 

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
医
師
会
が
主
体
と
な
っ
た

研
修
会
で
あ
れ
ば
行
政
よ
り
も
柔
軟
な
対
応
が
で
き
、

よ
り
多
く
の
医
師
に
充
実
し
た
内
容
の
研
修
を
提
供

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
頃
、
岡
山
市
医

師
会
に
お
い
て
も
、
在
宅
看
取
り
に
手
を
挙
げ
た
会
員

医
師
を
対
象
に
在
宅
の
勉
強
会
を
企
画
す
る
と
い
う

話
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。
双
方
を
融
合
さ
せ
る
こ
と

で
従
来
の
研
修
会
の
下
地
を
生
か
し
な
が
ら
、
医
師
会

の
専
門
性
と
組
織
力
で
、
参
加
者
を
増
や
し
よ
り
質
の

高
い
内
容
で
の
開
催
が
可
能
に
な
る
と
考
え
、
平
成
二

十
六
年
度
よ
り
岡
山
市
医
師
会
に
事
業
委
託
を
す
る

運
び
と
な
っ
た
。 

今
年
度
は
「
在
宅
に
慣
れ
て
い
な
い
医
師
が
最
後
の

看
取
り
ま
で
で
き
る
」
こ
と
を
目
標
に
据
え
、
前
年
ま

で
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
緩
や
か
な
医
師
間
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
」
も
実
現
で
き
る
よ
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形

式
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
基
礎
的
な
勉
強
会
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。
研
修
の
内
容
と
し
て
は
大
き
く
分
け

て
、
診
療
所
医
師
の
み
を
対
象
と
す
る
研
修
、
多
職
種

を
交
え
る
勉
強
会
、
病
院
医
師
と
の
連
携
を
深
め
る
研

修
の
三
パ
タ
ー
ン
を
組
み
込
む
こ
と
に
し
た
。 

岡
山
市
医
師
会
が
中
心
と
な
り
、
周
辺
医
師
会
に
も

声
を
か
け
参
加
者
を
募
っ
た
こ
と
で
、
初
回
に
は
五
十

一
名
も
の
医
師
が
参
加
し
、
そ
の
う
ち
七
割
は
新
た
な

顔
ぶ
れ
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。 

初
回
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
本
研
修

会
の
特
徴
と
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、
佐
藤

医
師
の
事
例
を
基
に
病
院
か
ら
の
在
宅
移
行
や
病
状

悪
化
時
の
対
応
に
つ
い
て
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
で
の
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
実
際
の
症
例
か
ら
の
検
討
で
他
医
師
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
、
他
の
医
師
の
意
見
や
考
え
方
、
経

験
を
聞
く
こ
と
が
で
き
大
変
良
か
っ
た
」「
非
常
に
突

っ
込
ん
だ
内
容
の
話
が
聞
け
て
参
考
に
な
っ
た
」「
在

宅
医
療
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
個
人
的
に
は 

                     

間
違
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
」
な
ど
、
有
益
な

会
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
感
想
を
い
た
だ
い
て

い
る
。 

二
回
目
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
岡
山
大
学
と
岡
山

市
医
師
会
、
岡
山
市
が
協
働
研
究
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
訪
問
診
療
医
師
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
臨
床

指
標
化
」
を
取
り
上
げ
、「
利
用
者
・
家
族
と
の
良
好

な
人
間
関
係
構
築
能
力
」「
他
専
門
職
種
と
の
相
互
理

解
能
力
」「
医
師
の
各
種
医
療
的
管
理
」
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
も
、「
他
の
先
生
の 

                     

【今年度の研修予定（案）】 

※必ずしも全回に参加していただく必要はありません。 

開催日 内 容 対 象 場 所 

6 月 11 日（水） キックオフミーティング 医師のみ 中ホール 

7 月 14 日（月） 在宅医ベストプラクティスの検討 医師 中ホール 

8 月 22 日（金） 症例検討+小ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ（臨床倫理） 医師のみ 中ホール 

9 月 12 日（金） 

19:30～21:30 

在宅医療の困難事例の症例検討会 

（市医ﾌﾟﾗｲﾏﾘ･ｹｱ研究会と共催） 
医師、薬剤師 中ホール 

10 月 8 日（水） 

19:30～21:30 

看取りについて患者個人の意思を 

どこまで、どのように尊重するか 

医師・多職種 中ホール 

10 月 28 日（火） 

 19:30～21:30 

在宅移行事例検討 

市内地域連携室とのディスカッション 

病院スタッフ、医

師、市内地域連携

室スタッフ 

岡山済生会

総合病院 

11 月 14 日（金） 

19:30～21:30 

症例検討+小グループディスカッション 

（市医ﾌﾟﾗｲﾏﾘ･ｹｱ研究会と共催） 

医師、薬剤師 中ホール 

12 月 2 日（火） 

19:30～ 

在宅移行事例検討 

市内地域連携室とのディスカッション 

病院スタッフ、医

師、市内地域連携

室スタッフ 

岡山赤十字

病院 

1 月 24 日（土） 

16:00～18:00 

尾道モデルの真髄 

（講演：片山前尾道市医師会長） 
医師・多職種 岡大講義室 

2 月中旬 
在宅移行事例検討 

市内地域連携室とのディスカッション 
医師のみ 

岡山市立 

市民病院 

2 月 緩やかなグループ形成のお見合い会 医師のみ 中ホール 

3 月 23 日（月） 

19:30～ 

在宅移行事例検討 

市内地域連携室とのディスカッション 
医師のみ 榊原病院 
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意
見
、
話
を
聞
く
こ
と
が
参
考
に
な
っ
た
」
「
や
れ
る

か
ど
う
か
は
別
に
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
項
目
が

分
か
っ
て
よ
か
っ
た
」
「
多
職
種
、
医
師
に
お
い
て
も

他
科
と
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感

し
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
、
新
た
な
気
づ
き
や

前
向
き
な
回
答
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。 

三
回
目
の
研
修
で
は
、
臨
床
倫
理
の
四
分
割
法
を
用

い
た
症
例
検
討
を
行
い
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
「
考
え

方
の
整
理
が
し
や
す
く
大
変
有
意
義
な
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
で
き
た
」
と
好
評
を
い
た
だ
い
た
。 

こ
う
し
て
み
る
と
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
症
例
検

討
は
他
医
師
の
意
見
や
考
え
方
、
新
た
な
情
報
を
知
る

良
い
機
会
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
症
例
検
討
を
す
る

こ
と
が
多
職
種
協
働
や
連
携
の
必
要
性
を
再
認
識
す

る
場
に
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。 

今
後
は
、
多
職
種
に
よ
る
症
例
検
討
や
病
診
連
携
で

の
事
例
検
討
会
も
予
定
し
て
お
り
、
今
年
一
年
が
終
わ

る
頃
に
は
、
岡
山
市
の
在
宅
医
療
に
携
わ
る
医
師
達
の

ス
キ
ル
や
連
帯
感
は
さ
ら
に
高
ま
り
、
多
職
種
連
携
や

病
診
連
携
の
敷
居
も
少
し
ず
つ
低
く
な
っ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。 

          

◆
研
修
会
等
報
告
① 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
講
座 

平
成
二
十
六
年
八
月
十
七
日
（
日
）
開
催 

テ
ー
マ
「
環
境
放
射
線
と
そ
の
健
康
影
響
」 

公
益
財
団
法
人 

放
射
線
影
響
研
究
所 

 

理
事
長 

大
久
保 

利
晃 

先
生 

  

平
成
二
十
六
年
八
月
十
七
日
（
日
）
に
岡
山
衛
生
会

館
五
階
中
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
研
修
会
の
報

告
を
し
ま
す
。（
公
財
）
放
射
線
影
響
研
究
所
の
大
久

保
利
晃
理
事
長
よ
り
、「
環
境
放
射
線
と
そ
の
健
康
影

響
」
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
、
テ
ー
マ
か
ら
考
え
る

と
非
常
に
難
し
い
内
容
に
な
る
か
と
心
配
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
世
間
に
公
表
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
ー
の

見
方
や
考
え
方
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
、
そ

の
内
容
の
一
部
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

最
初
に
、
住
民
を
含
め
た
一
人
ひ
と
り
が
原
発
の
リ

ス
ク
の
知
識
を
高
め
、
よ
り
正
し
い
理
解
を
進
め
る
こ

と
で
、
不
安
や
不
満
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
ご
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
放
射
線

と
一
言
で
表
現
し
て
も
、
種
類
に
よ
っ
て
透
過
性
や
被

爆
係
数
な
ど
の
違
い
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
た
め
に
、
正
確

な
デ
ー
タ
ー
を
取
る
の
が
本
来
か
な
り
難
し
い
作
業

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
お
教
え
い
た
だ
き
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
も
単
純
に
数
値
の
み
で
危
険
度
を
判
定
し

て
い
く
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
こ
と
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
の
福
島
原
発
の
事
故
の
際

い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
流
さ
れ
、
地
域
住
民
が
冷
静
に
正

し
い
知
識
を
持
っ
て
判
断
が
出
来
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
自
身
が
現
在
も
調
査

を
継
続
さ
れ
て
い
る
広
島
の
被
爆
者
の
方
々
の
デ
ー

タ
ー
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
説

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
原
爆
放
射
線
の
が
ん
以
外
の

健
康
へ
の
影
響
で
確
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
①
放
射

線
白
内
障
、
②
副
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
、
③
リ
ン
パ
球

染
色
体
異
常
、
④
幼
少
時
の
被
爆
に
よ
る
成
長
・
発
育 

の
遅
延
、
⑤
被
ば
く

・

・

・

線
量
が
多
か
っ
た
人
の
体
内
被
曝

・

・ 

に
よ
り
小
頭
症
お
よ
び
知
的
障
害
が
増
加
す
る
と
い

う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
原
爆
は
核
分
裂
の
連

鎖
反
応
に
よ
る
放
射
線
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
主
と
し

て
中
性
子
とγ

線
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
二
つ
は
透
過
性

が
強
い
こ
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
方
、
福
島

の
原
発
事
故
は
放
射
性
物
質
の
崩
壊
に
よ
る
放
射
線

で
、
主
にβ

線
とγ

線
で
中
性
子
は
無
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
放
射
線
リ
ス
ク
に
つ
い
て
話

さ
れ
た
こ
と
は
、
放
射
線
に
起
因
す
る
疾
患
だ
と
確
定

診
断
す
る
方
法
は
な
く
、
今
行
っ
て
い
る
の
は
集
団
の

発
生
率
と
し
て
の
評
価
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
そ
う

で
す
。
続
い
て
、
放
射
線
防
護
基
準
の
意
味
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
一
九
九
〇
年
勧
告
の
数
値
を
例
に
出
さ
れ
、

行
政
な
ど
の
行
動
目
標
で
あ
っ
て
安
全
基
準
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
よ
り
、
リ

ス
ク
の
考
え
方
と
し
て
、
①
確
率
事
象
の
考
え
方
に
慣 
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れ
る
、
②
リ
ス
ク
の
相
対
比
較
が
必
要
、
③
全
体
と
し

て
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
、
④
優
先
順
位
の
判
断
が
重
要

で
あ
り
、
結
果
的
に
正
し
く
怖
が
る
こ
と
の
必
要
性
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

文
責 

山
本 

茂
樹
（
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
副
会
長
） 

      

◆
研
修
会
等
報
告
② 

平
成
二
十
六
年
度 

認
知
症
研
修
会 

在
宅
で
認
知
症
を
支
え
る
（
そ
の
五
） 

平
成
二
十
六
年
九
月
六
日
（
土
）
開
催 

テ
ー
マ
「
認
知
症
の
初
期
集
中
支
援
の
あ
り
方 

―
認
知
症
施
策
の
前
提
と
な
る 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
―
」  

【
基
調
講
演
】 

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院 

経
営
研
究
科 

教
授 

筒
井 

孝
子 

先
生    

１
．
社
会
保
障
制
度
の
動
向 

 
平
成
五
年
頃
か
ら
公
債
発
行
額
が
一
般
会
計
税
収

を
大
き
く
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
公
債
発
行
総
額
は
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
二
倍
を
超
え
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
と
同
じ

危
機
的
状
況
と
い
え
る
。In

te
g
u

ra
tio

n

の
主
要
な

概
念
に
「
規
範
的
統
合
」
が
あ
る
。
医
療
介
護
連
携
を

推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
地
域
の
中
で
共
通
の
目
標
に

相
当
す
る
理
念
の
共
有
が
要
と
な
り
、
理
念
の
共
有
を

「
規
範
的
統
合
」
と
い
い
、
こ
れ
は
地
域
ご
と
に
異
な

る
。 

２
．
認
知
症
施
策
の
史
的
経
緯
と
課
題 

 

認
知
症
の
早
期
に
確
定
診
断
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、

そ
の
後
の
医
療
と
介
護
の
連
携
が
不
十
分
で
あ
っ
た

た
め
に
、
適
切
な
治
療
や
介
護
の
提
供
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
。
精
神
症
状
が
顕
著
と
な
り
入
院
を
必
要
と
す
る

場
合
、
精
神
病
床
へ
の
入
院
が
半
数
近
く
を
占
め
る
と

い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

３
．
今
後
の
認
知
症
施
策
の
方
向
性
と
政
策
動
向 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
、
認
知
症
の
人
の
思
い
を
尊

重
し
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
の
継
続
を
目
指
す

こ
と
が
基
本
理
念
と
さ
れ
て
い
る
。 

４
．
認
知
症
高
齢
者
施
策
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム 

 

「
認
知
症
施
策
推
進
五
カ
年
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
や
「
認
知
症
地
域

推
進
員
」
の
設
置
が
重
要
で
あ
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
は
、「
保
険
者
機
能
評
価(

Ｈ
二
十
五

年
版)

」
に
よ
る
保
険
者
の
機
能
評
価
も
必
要
。 

 

 

（
感
想
）
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
高
度
な

内
容
の
講
演
だ
っ
た
。「
統
合
」
と
い
う
用
語
が
何
度

も
登
場
し
た
が
、
厚
労
省
の
資
料
に
は
見
ら
れ
た
こ
と

は
な
く
、
い
ま
だ
曖
昧
で
あ
り
、
機
会
が
あ
れ
ば
「
統

合
」
に
絞
っ
た
講
演
を
聞
き
た
い
と
希
望
す
る
。
全
国

各
地
で
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
各
地
で
の
取
組
み
状
況
も
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
。 

 【
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】 

国
立
保
健
医
療
科
学
院
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
研
究
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
夛
賀 

政
昭 

先
生  

「
今
日
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」 

『
臨
床
的
統
合
』
ど
う
す
れ
ば
異
な
る
職
種
が
協 

働
で
き
る
か
？ 

『
規
範
的
統
合
』
ど
う
す
れ
ば
地
域
圏
域
内
の
住 

民
、
関
係
者
の
合
意
形
成
が
で
き
る
か 
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〈
個
人
ワ
ー
ク
〉 

認
知
症
初
期
集
中
支
援
実
現
に
向
け
た
課
題 

→
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み 

〈
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
〉 

① 

課
題
は
何
か
？ 

② 

ど
ん
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
？ 

 

  （
意
見
）
多
職
種
の
考
え
方
の
ず
れ
が
課
題
。
理
念

を
ま
ず
決
め
る
！
住
民
の
意
識
を
変
え
る
！
そ
の
た

め
に
は
検
診
等
で
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｃ
（
認
知
症
ア
セ
ス
メ
ン

ト
ツ
ー
ル
）
を
広
く
実
施
し
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知

障
害
）
を
早
く
大
勢
見
つ
け
る
こ
と
が
大
事
。
マ
ス

コ
ミ
も
利
用
し
、
意
識
の
共
有
と
理
解
を
得
る
こ
と

が
必
要
。
ま
た
処
方
箋
に
着
目
し
、
お
薬
手
帳
の
活

用
な
ど
シ
ス
テ
ム
上
位
置
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
臨
床
的
、
規
範
的
統
合
に
な
る
。 

 

文
責 

木
村 

丹 
 

（
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
役
員
） 

黒
住 

紀
子
（
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
研
修
委
員
） 

◆
関
連
団
体
の
ご
紹
介 

岡
山
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
連
絡
協
議
会 

 

ヘ
ル
パ
ー
の
立
場
か
ら
見
た 

医
療
と
介
護
の
連
携 

 

岡
山
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
連
絡
協
議
会 

会
長 

山
磨

や
ま
と
ぎ 

一
陽

か
ず
き
よ 

監
事 

山
下 

弘
美 

  

岡
山
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
連
絡
協
議
会
は
、 

（
１
）
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
み
ず
か
ら
の
職
務
能
力
の

向
上
と
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
と
と
も
に
、
社
会
的
地

位
の
向
上
を
図
る
。 

 

（
２
）
生
活
全
般
を
支
え
る
社
会
福
祉
の
視
点
に
基
づ

い
て
、
利
用
者
が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
地

域
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
。 

を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
七
年
に
発
足
し
た
団
体
で

す
。
現
在
の
登
録
事
業
者
数
は
七
十
一
事
業
所
で
す
。  

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
歴
史
は
、
一
九
五
六
年
に
長
野

県
の
十
三
市
町
村
で
開
始
し
た
「
家
庭
養
護
婦
派
遣
事

業
」
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
の
事
業
は
大

阪
な
ど
各
地
域
へ
広
ま
り
、
一
九
六
三
年
に
は
「
老
人

福
祉
法
」
が
制
定
さ
れ
、「
家
庭
奉
仕
員
」
の
名
称
で

明
文
化
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
七
〇
年
に
在
宅
寝
た
き
り

老
人
に
対
す
る
援
護
事
業
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

一
九
八
九
年
に
「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」
の
制
定
で
「
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

長
い
間
措
置
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
で
し
た
が
、
そ
の
後

介
護
保
険
制
度
の
成
立
と
と
も
に
、
利
用
者
と
事
業
所

の
直
接
契
約
に
よ
る
民
法
上
の
契
約
制
度
へ
移
行
し

ま
し
た
。 

制
度
の
変
遷
と
と
も
に
、
業
務
内
容
に
関
す
る
規
定

も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
一
九
九
五
年
の
「
新
ゴ
ー
ル

ド
プ
ラ
ン
」
に
よ
っ
て
『
利
用
者
本
位
・
自
立
支
援
』

が
目
標
と
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
も
こ
の
目
標
に
沿

っ
て
業
務
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
立
場
か
ら
『
利
用
者
本
位
・
自

立
支
援
』
を
考
え
る
と
、
利
用
者
が
在
宅
で
過
ご
す
そ

の
意
義
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
生
活
を
支
え
る
為
の
専

門
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

在
宅
で
は
一
人
一
人
違
っ
た
人
間
関
係
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
生
、
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
普
段
の
生
活
を
知
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
異
常
を
素
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
医
療
機
関

へ
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
直
接
医
療
機
関
へ
相

談
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
つ
な
ぎ
役
と
し
て
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
依
頼

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

来
年
は
介
護
保
険
制
度
の
改
定
が
控
え
て
い
ま
す

が
、『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』
が
本
格
的
に
な
れ

ば
さ
ら
に
在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
利
用
者
の
重

度
化
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で
は
施
設
入
所
が
当

然
で
あ
っ
た
重
度
の
利
用
者
や
医
療
的
ケ
ア
の
必
要

な
利
用
者
が
、
住
宅
に
帰
る
第
一
歩
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
痰
の
吸
引
・
経
管
栄
養
な
ど
の
医
療
行

為
を
行
え
る
よ
う
大
き
な
事
業
所
は
動
き
始
め
て
い

ま
す
。 

 

そ
の
一
方
で
、『
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
』
の
創
設
で
、
要
支
援
な
ど
の
軽
度
者
が
介
護
保
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険
給
付
か
ら
外
れ
る
こ
と
で
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
体
系

が
ど
う
な
る
の
か
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
事
業
所
も
多

く
あ
り
ま
す
。 

ど
の
職
種
で
も
同
じ
こ
と
で
す
が
、
可
能
性
を
信
じ

て
こ
の
職
業
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
パ
ー
の
高

齢
化
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
若
い
人
に
や
り
が
い

を
持
っ
て
い
き
い
き
と
仕
事
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

専
門
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

利
用
者
の
自
立
支
援
の
支
援
か
ら
は
、
多
職
種
で
協

力
し
て
、
そ
の
人
ら
し
く
在
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
そ

の
人
の
想
い
や
家
族
の
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
医
療
と
介
護
の
結

び
つ
き
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

私
は
い
つ
も
ヘ
ル
パ
ー
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

“
医
師
は
病
気
の
傷
口
を
紡
ぎ
、
看
護
師
は
心
の
痛
み

を
紡
ぐ
、
そ
し
て
ヘ
ル
パ
ー
は
そ
の
人
の
人
生
と
生
活

を
紡
ぐ
。
思
い
や
り
と
真
心
の
糸
は
ほ
つ
れ
な
い
。
ヘ

ル
パ
ー
も
偉
大
な
の
だ
。
”
と
。 

 
 

 

（
山
麿
会
長
・
山
下
監
事
か
ら
の
原
稿
、
聞
き
取
り
を

も
と
に
再
構
成
致
し
ま
し
た
。） 

           

◆
研
修
会
等
の
予
定  

◎
平
成
二
十
六
年
十
二
月 

実
践
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
包
括
ケ
ア
は
今
・
・
・
」 

◎
平
成
二
十
七
年
二
月 

岡
山
県
医
師
会
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
部
会
研
修
会 

※
詳
細
は
追
っ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

◆
お
願
い 

学
会
に
対
し
て
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

 ◆
入
会
の
ご
案
内 

★
申
込
書
は
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。 

h
ttp

://
www

.p-
car

e-
oka

yam
a.c

om/ 
         

編
集
後
記 

 

八
月
二
十
日
未
明
の
広
島
市
北
部
の
大
規
模
土
砂

災
害
お
よ
び
九
月
二
十
七
日
の
御
嶽
山
噴
火
に
よ
り

犠
牲
と
な
ら
れ
た
皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

十
年
に
一
度
の
異
常
気
象
が
毎
年
起
こ
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
い
つ
何
時
、
自
分
た
ち
の
身
に
も

起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
改
め
て
「
そ
の
時
何
が
で

き
る
の
か
」
を
具
体
的
に
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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仁
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丸
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康
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奥
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圭
太
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岡
山
プ
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ア
学
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事
務
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